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エドワード・ホッパー(1882-1967 年)はアメリカ合衆国の都市風景と郊外の自然を描写し、

近代アメリカ美術を代表する画家となった。美術史上はしばしば「アメリカン・シーン」派
に分類され、リアリズムの手法によって、工業化が進展し、移民国家へと変貌しつつあった
近代アメリカを描いたとされる。本発表においては、ホッパーの都市風景に登場する女性た
ちに焦点をあて、急速に近代化を遂げた 20 世紀初頭の都市、ニューヨークとそこに生きる
女性たちをホッパーがどのように描いたのかを考察する。工業化が進んだこの時代のニュ
ーヨーク市には、職を求めてアメリカ全土から人が押し寄せ、またアメリカ文化の中心にあ
った北ヨーロッパ系プロテスタントとは宗教や言語がことなる東欧・南欧からの移民が急
増し、ホッパーが慣れ親しんだ 19 世紀的な「古き良きアメリカ」は姿を消しつつあった。
こういった時代の様相を踏まえつつ、ジェンダーおよび階級といった視点をとりいれなが
ら、ホッパーの絵画にあらわれる労働する女たち、消費する女たち、そして娯楽を享受する
女たちに焦点をあて、ホッパーの女性像の特質を分析する。そしてその際に、レジナルド・
マーシュ、トーマス・ハート・ベントン、フローリン・ステットハイマーといった同時代の
他の画家の作品とそこに表現された女性像と比較しながら、ステレオタイプな女性像とホ
ッパーの描いた女たちのイメージの相違点を考察する。さらには、そういった女性表象の分
析を通じて、ホッパーが近代アメリカの都市空間や同時代のアメリカの社会や文化をどのよ
うに理解し、解釈し、作品に表現していったのかを議論する。 
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